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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.２６ 

総面積 ６３,１５０ｍ２ 

発電出力 ５MW（5,000KW） 

パネル枚数 １９,２３０枚 

想定年間発電量 約６００万KWｈ 

発電量想定軒数 約１,６００軒分 

系統連系／   

中部電力 

地内にある 77KV  

送電鉄塔 

貸出地権者数 ８４名（連名２） 

年間賃料単価 １８０円／ｍ２ 

 

篠
原
地
区
に
お
い
て
、
昨
年
九
月
一
日
、
５
メ
ガ
ワ

ッ
ト
の
発
電
出
力
を
誇
る
「
坪
井
町
発
電
所
」
が
、
売

電
を
開
始
し
た
が
、
そ
れ
以
前
よ
り
太
陽
光
発
電
所
が

続
々
と
養
鰻
池
跡
地
を
利
用
し
て
誕
生
し
て
い
る
。
お

そ
ら
く
篠
原
地
区
全
体
で
は
10

MW
を
越
し
た
だ
ろ
う
。

こ
の
機
会
に
「
坪
井
町
発
電
所
」
を
例
に
そ
の
誘

致
経
過
を
ま
と
め
て
み
る
。 

 

「
荒
廃
し
た
土
地
を
何
と
か

し
よ
う
」
が
発
端 

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日

よ
り
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
電
気
」の
固
定
買
取
制
度
が

施
行
さ
れ
た
。そ
れ
を
見
越
し

て
坪
井
町
に
お
い
て
は
、
JR

在
来
線
と
新
幹
線
に
挟
ま
れ

た
草
茫
々
の
荒
廃
し
た
土
地

を
、メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
で
蘇
ら
せ

よ
う
と
立
ち
上
っ
た
。
思
い
は

同
じ
で
あ
っ
て
も
、何
せ
こ
の

地
は
７
ｈａ
余
と
広
く
、
９
５
人
も
の
地
権
者
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
全
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
進
め

よ
う
と
、「
坪
井
町
北
土
地
活
性
化
協
議
会
」（
以

下
協
議
会
と
い
う
）
を
発
足
し
て
推
進
を
図
っ
た
。 

固
定
買
取
制
度
の
特
徴 

平
成
二
十
三
年
の
３
・
１１
東
日
本
大
震
災
で

の
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

を
発
端
に
、
政
府
の
電
力
行
政
は
大
き
く
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
舵
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
例
え

ば
太
陽
光
発
電
で
は
42
円
の
固
定
価
格
で
、
20
年
間

の
長
き
に
亘
っ
て
、
電
力
会
社
に
買
取
り
を
義
務
付
け

た
も
の
で
あ
る
。
初
年
度
は
平
成
二
十
四
年
度
中
に
電

力
会
社
に
申
請
を
受
理
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
期
限
付

き
で
あ
っ
た
。
事
業
者
に
と

っ
て
は
売
上
リ
ス
ク
の
な
い

制
度
で
あ
る
が
、
タ
イ
ム
リ

ー
に
ま
と
め
な
い
と
成
立
し

な
い
。
固
定
価
格
は
年
々
引

き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。 

事
業
者
決
定
が
ポ
イ
ン
ト 

協
議
会
の
最
初
の
仕
事
は
、

事
業
者
を
決
定
す
る
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
円
滑

に
は
進
ま
な
か
っ
た
。 

七
社
の
候
補
を
あ
げ
公
募

し
た
が
、
手
を
挙
げ
た
の
は

東
京
の
業
者
一
社
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
設
計
、
交

渉
の
段
階
で
社
内
調
整
が
出
来
ず
断
念
す
る
と
言
っ

て
き
た
。
一
時
は
お
先
真
っ
暗
の
状
態
だ
っ
た
。 

そ
ん
な
中
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
手
を
あ
げ
て
く
れ
た

の
が
地
元
の
業
者
で
そ
れ
が
幸
い
し
た
。
土
地
全
体
で
、

６
MW
以
上
、
土
地
の
中
に
あ
る
特
高
圧
送
電
鉄
塔
に

直
接
系
統
連
系
し
て
行
こ
う
と
、
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で

理
想
的
か
つ
挑
戦
的
な
計
画
で
あ
っ
た
。
賃
料
も
東
京

の
事
業
者
よ
り
好
条
件
が
示
さ
れ
救
わ
れ
た
。 

幾
多
の
難
題
を
乗
り
越
え
た
成
果 

そ
の
結
果
二
十
四
年
五
月
の
協
議
会
発
足
以
来
、
二

年
と
三
カ
月
余
と
当
初
目
標
よ
り
約
一
年
遅
れ
た
が
、

左
表
の
よ
う
な
坪
井
町
発
電
所
が
完
成
し
た
。 

 

そ
し
て
地
権
者
に
は
九
月
一
日
に
、
一
年
分
の
賃
料

が
支
払
わ
れ
た
。
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
。 

二
十
年
間
に
亘
る
事
業
の
維
持
安
定
を
図
る 

２０
年
間
に
及
ぶ
の
で
、
協
議
会
と
し
て
は
、
事
業
者

と
は
「
公
正
証
書
に
よ
る
契
約
」
を
締
結
し
、
各
地
権

者
に
は
「
協
議
会
規
約
」
を
配
付
し
、
長
期
に
わ
た
っ

て
の
確
か
な
維
持
管
理
を
期
し
て
い
る
。
発
電
所
の
安

定
な
る
運
転
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。 

（
山
下
勝
彦
） 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 

坪井町発電所（略称）の概要 

坪井町発電所 
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乙
丑
文
化
二
年 

三
月
十
八
日
測
量
方
伊
能
勘
解
由
殿

其
外
天
文
方
上
下
十
四
人
公
儀
御
用

ニ
付
日
本
国
中
海
辺
御
巡
見
被
成
候

由
拙
宅
御
泊
一
夜 

則
於
拙
宅
庭
終
夜
測
量
器
建
之
天
ノ

度
数
并
星
宿
等 

被
致
勘
考
畢 

拙
庭
ヨ
リ
度
数
三
十
五
度 

其
外
入
野
浦
々
棹
小
舟
終
日
巡
見
被

致
所
也 

 
 

（
一
部
抜
粋
）  

（
上
部
の
要
点
を
解
説
） 

一
八
〇
五
年 

伊
能
勘か

解げ

由ゆ

は
通
称 

総
員
十
四
名
が
竹
村
尚
規
邸
（
佐
鳴

湖
南
岸
）
に
泊
っ
た
。 

庭
に
於
い
て
夜
ど
お
し 

緯
度
は
星
座
（
中
国
名
）
を
利
用
し 

竹
村
家
の
緯
度
は
三
十
五
度
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。 

棹
小
舟
で
佐
鳴
湖
を
一
日
中
巡
見
測

量
す
る
。 

 

 

篠
原
小
学
校
『
波
の
音
百
年
』
の
年
表
に
記
述 

「
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
３
月
１８
日
伊
能
忠
敬
、

門
人
を
伴
っ
て
篠
原
村
外
を
測
量
す
る
」
と
あ
る
。 

伊
能
忠
敬
と
言
え
ば
、
江
戸
時
代
に
全
国
の
地
図
を 

つ
く
っ
た
測
量
家
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
伊
能
忠

敬
が
測
量
の
た
め
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
際
、
宿
泊
し
た

名
主
の
竹
村
尚
規
が
綴
っ
た
道
中
記
・
日
誌
の
一
日
の

記
述
に
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
の
で
こ
こ
に
紹
介
す

る
。
合
わ
せ
あ
え
て
感
想
や
考
察
、
想
像
を
述
べ
る
。 

竹
村
尚
規
日
記
抄
よ
り 

 

入
野
村
（
浜
松
市
）
の
竹
村
又
衛
門
家
か
ら
出
た
古

文
書
を
、
関
守
敏
氏
が
解
読
し
、
『
遠
州
歌
人
、
国
学

者 

竹
村
尚
規
の
道
中
記
・
日
誌
を
読
む
』
と
し
て
、

平
成
２５
年
１０
月
２８
日
、
羽
衣
出
版
か
ら
出
版
さ
れ
た
。 

竹
村
尚
規
の
こ
と 

遠
州
敷
智
郡
入
野
村
の
造
り
酒
屋
で
名
主
を
務
め

た
第
八
代
竹
村
尚
政
を
父
に
、
母
由
紀
子
の
嫡
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
時
、
十
六

歳
に
し
て
第
九
代
の
当
主
と
な
り
、
竹
村
又
衛
門
尚
規

と
称
し
た
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
三
月
に
は
、
本

居
宣
長
を
松
坂
に
訪
ね
、
門
人
と
な
っ
て
い
る
。 

「
終
夜
」
の
表
現 

実
際
は
夜
半
に
は
切
り
上
げ
て
片
付
け
や
観
測
値

の
整
理
も
し
た
筈
で
あ
る
。
連
日
の
移
動
で
あ
る
か
ら
、

食
事
、
休
憩
、
睡
眠
を
考
慮
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

「
星
宿
」 

星
座
の
こ
と
で
、
こ
の
時
代
は
中
国
の
星
名
に
基
き

観
測
を
し
た
。
現
行
暦
で
四
月
の
夜
空
は
曇
り
が
多
く
、

雲
や
ガ
ス
の
晴
れ
間
を
ぬ
っ
て
子
午
線
通
過
時
の
高

度
を
測
定
し
た
で
あ
ろ
う
。 

緯
度
が
「
３５
度
」 

北
緯

３５
度
を
意
味
し
て
い

る
が
、
尚
規
は
ど
う
し
て
３５
度

と
記
述
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
観

測
値
を
元
に
伊
能
隊
は
江
戸
の

デ
ー
タ
と
比
較
し
て
竹
村
邸
の

緯
度
を
ほ
ぼ
算
出
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
忠
敬
は
幕
府

の
仕
事
と
し
て
数
値
を
絶
対
に

口
外
し
て
い
な
い
。
尚
規
に
は
、

入
野
は
３
４
度
と
３
５
度
の
間

と
示
唆
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
尚
規
に
と
っ
て
誤
差
は

問
題
で
は
な
く
、
一
つ
の
知
見
と
し
て
記
述
し
た
も
の

と
と
ら
え
た
い
。 

伊
能
忠
敬
と
竹
村
尚
規
の
会
話
を
想
う 

伊
能
忠
敬
が
竹
村
家
に
宿
泊
し
た
時
は
、
尚
規
は

２５
歳
、
忠
敬
は
６０
歳
で
親
子
以
上
の
年
齢
差
は
あ
っ

た
も
の
の
、
国
文
学
の
素
養
も
あ
る
尚
規
と
は
、
仕
事

や
接
待
の
合
間
に
、
丁
寧
に
接
し
合
え
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
天
文
学
の
話
題
に
お
い
て
も
、
最
新
の
情
報
と
し

て
、
日
本
人
に
よ
り
改
良
さ
れ
た
寛
政
暦
の
こ
と
や
、

西
欧
諸
国
で
は
既
に
太
陽
暦
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
）
が
採

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
日
本
国
内
で
も
西
洋
天
文

学
研
究
グ
ル
ー
プ
が
正
月
を
太
陽
暦
１
月
１
日
で
祝

っ
た
こ
と
も
話
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
（
天
文
の
道
を

研
究
し
幕
府
に
召
し
出
さ
れ
た
こ
と
も
述
べ
て
い
る
） 

浜
松
へ
の
来
訪 

伊
能
忠
敬
は
浜
松
へ
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
と

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
二
回
来
訪
し
て
い
る
。 

前
者
で
は
浜
松
宿
の
本
陣
、
川
口
屋
、
舞
坂
宿
の
源

馬
十
右
衛
門
宅
等
に
宿
泊
さ
れ
て
お
り
、
後
者
に
は
先

出
の
竹
村
尚
規
宅
、
浜
松
宿
本
陣
の
杉
浦
惣
兵
衛
宅
、

舞
坂
宿
の
源
馬
十
右
衛
門
等
に
宿
泊
し
て
い
る
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
伊
能
忠
敬
の
地
図
の
正
確
さ
は
驚

き
で
あ
っ
た
。 

（
参
考
図
書
） 

・
竹
村
尚
規
の
道
中
記
・
日
誌
を
読
む 

関 

守
敏
著 

・
伊
能
忠
敬
測
量
隊 

渡
辺
一
郎
著 

・
伊
能
忠
敬
の
歩
い
た
日
本 

渡
辺
一
郎
著 

等 

（
鈴
木
義
雄 

遺
稿
） 
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台座に彫られた文字 

 

東
光
寺
の
地
蔵
堂
の
中
に
、
「
六
部

ろ

く

ぶ

様 さ
ま

」
が
あ
る
こ

と
が
最
近
わ
か
っ
た
の
で
、
報
告
す
る
と
共
に
「
六
部

様
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
調
べ
て
み
た
。 

東
光
寺
で
発
見
し
た
経
過 

東
光
寺
の
境
内
に
あ
る
地
蔵
堂
が
、
最
近
引
戸
の
開

け
閉
め
が
出
来
な
く
な
る
ほ
ど
老
朽
化
し
、
引
戸
の
新

装
交
換
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
を
し
っ
か

り
見
た
と
こ
ろ
、
四
体
の
地
蔵
様
の
一
つ
が
「
六
部
様
」

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
江
戸
時
代
中
期
で
の
話
、

願
主
は
弥
三
郎
と
い
う
人
が
、
先
祖
及
び
村
の
安
泰
を

願
っ
て
、
六
十
六
部
を
供
養
す
る
た
め
に
地
蔵
を
作
っ

た
も
の
で
あ
る
。 

「
六
部
様
」
と
い
え
ば
萬 ば

ん

松
院

し
ょ
う
い
ん

の
供
養
塔 

『
浜
風
と
街
道
』
の
伝
説
と
由
来
の
項
に
、
萬
松
院

の
六
部
様
の
こ
と
が
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
石
塔
で
あ

る
が
、
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

六
部
と
は
書
き
写
し
た
六
十
六
部
の
経
典
を
、
日
本

六
十
六
諸
国
の
霊
場
へ
一
部
ず
つ
納
め
る
た
め
に
、
回

国
修
業
を
し
て
い
た
行
者
の
こ
と
で
あ
る
。
六
部
様
に

ま
つ
わ
る
話
と
し
て
、
江
戸
時
代
、
東
八
幡
の
山
崎
隆

二
さ
ん
の
家
の
門
先
で
六
部
様
が
行
き
倒
れ
に
な
り
、

村
人
は
そ
の
死
を
悼
ん
で
裏
の
高
山
に
墓
を
作
っ
た
。

そ
の
墓
が
「
六
部
様
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
明
治
に
な
っ
て
萬
松
院
に
移
さ
れ
た
と
あ
る
。 

重
い
病
も
六
部
様
に
お
願
い
し
て
す
ぐ
快
方
に
向

か
っ
た
と
言
わ
れ
、
六
部
様
は
願
い
ご
と
を

か
な
え
て
く
だ
さ
る
、
災
難
か
ら
護
っ
て
下

さ
る
あ
り
が
た
い
石
塔
で
あ
る
と
し
て
、
山

崎
一
門
に
大
切
に
祭
ら
れ
て
い
る
。 

東
光
寺
の
六
部
様
も
、
お
そ
ら
く
最
初
か

ら
東
光
寺
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
ど
こ
か

道
端
か
土
手
に
あ
っ
た
も
の
を
、
あ
る
時
、

適
当
な
場
所
と
し
て
東
光
寺
に
移
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

「
六
部
様
」
伝
説
は
全
国
各
地
に 

同
じ
よ
う
な
伝
説
が
全
国
各
地
に
あ
る
よ
う
だ
。 

「
日
本
風
俗
絵
図
」
に
六
部
の
出
で
立
ち
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
白
装
束
で
六
分
笠
を
か
ぶ
り
、
仏
像
や
経

卷
の
入
っ
た
箱
を
背
負
っ
て
、
村
々
を
巡
っ
て
い
た
六

部
の
姿
が
、
こ
の
篠
原
の
地
に
も
偲
ば
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
山
下
勝
彦
） 

平成２６年度主な活動 

★ 山下孝先生講座 

①「もう一つの伊勢」 

②「蘇民将来の広がり」 

★本年のテーマ 

・現在の変化も把握し表す 

★ 主な自由研究 

・尺時計の表示板より 

・八阪神社、お天王様 

・篠原の偉人を知ろう 

・伊能忠敬の遠州路測量から 

・メガソーラー立ち上がる 

・篠原に鈴木姓何故多いか 

・篠原の祭りの変遷 等 

★ バス旅行／小旅行 

・6 月１９日： 

伊勢参りともう一つの伊勢 

・11 月 20日：家康の散歩道 

東光寺の六部様 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=hwMMXFxNkm1EfM&tbnid=XXxg9l_gB9VkvM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.lib.pref.miyazaki.jp/hp/menu000000900/hpg000000852.htm&ei=X7PVU_StK9bj8AXDsYD4Dg&bvm=bv.71778758,d.dGc&psig=AFQjCNHVFO6uEmj40GrDgSydXM44JLvphg&ust=1406600412555948
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月／日 主な行程 宿泊 

7/28 成田→ ﾍﾞﾙｷﾞ-ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ 機内 

7/29 河村家一同の出迎え ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ 

7/30 エッフェル塔 ﾊﾟﾘ 

7/31 ベルサイユ宮殿 ﾊﾟﾘ 

8/1 ルーブル美術館 ﾊﾟﾘ 

8/2 ﾌﾞﾙｰｼﾞｭで運河巡り ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ 

8/3 日本人学校見学 ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ 

8/4 ｱﾝﾄﾜｰﾌﾟの街と風車見学 ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ 

8/5 河村家の見送りで帰途 機内 

 

 

長
女
夫
妻
と
孫
達
の
四
人
家
族
が
、
海
外
赴
任
で
ベ

ル
ギ
ー
の
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
住
む
の
は
、
三
年
前

か
ら
だ
っ
た
。（
昭
和
六
十
二
年
）
生
活
に
慣
れ
た
の

で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
案
内
す
る
か
ら
来
な
い
か
」
と
誘

わ
れ
る
。
こ
ん
な
好
機
は
二
度
と
訪
れ
な
い
と
の
想
い

で
、
妻
と
思
い
切
り
出
掛
け
た
記
録
で
あ
る
。 

平
成
二
年
七
月
二
十
八
日
、
家
族
に
見
送
ら
れ
て
、

成
田
空
港
よ
り
、
二
十
一
時
サ
ベ
ナ
航
空
２６２
便
に
搭

乗
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
空
港
に
七
時
二
十
分

に
到
着
す
る
。
所
要
時
間
は
十
七
時
間
で
あ
る
。
空
港

ま
で
出
迎
え
の
河
村
一
家
と
再
会
を
喜
び
合
う
。 

 

出
迎
え
の
車
は
左
ハ
ン
ド
ル
、
右
側
通
行
。
市
内
は

道
幅
は
広
く
、
電
柱
、
電
線
は
地
下
に
移
し
た
か
全
然

見
当
た
ら
な
い
。
更
に
広
告

看
板
の
類
も
、
殆
ど
見
ら
れ

な
い
。
整
然
と
し
て
街
並
み

が
美
し
い
。 

ベ
ル
ギ
ー
と
い
う
国
は
ど

ん
な
国 

今
回
の
旅
行
日
程
の
大
半

を
過
す
。 

国
土
の
面
積
は
日
本
の
１

／
１２
で
人
口
は
約
一
千
万

人
で
あ
る
。
立
憲
君
主
制
国

家
で
現
国
王
は
ポ
ー
ト
ワ
ン

一
世
で
、
日
本
に
も
馴
染
み
深
い
国
王
で
あ
る
。
国
内

に
は
数
百
の
古
城
が
散
在
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

最
も
美
し
い
国
の
一
つ
で
、
ど
の
街
へ
行
っ
て
も
町
中

が
美
術
館
の
よ
う
だ
と
も
形
容
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ベ

ル
ギ
ー
料
理
は
世
界
最
高
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ビ
ー

ル
国
で
も
あ
り
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
お
い
し
い
。 

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ 

人
口
百
二
十
万
人
、
ベ
ル
ギ
ー
の
首
都
で
あ
り
、
王

室
の
居
住
地
で
も
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
本
部
や
、
Ｎ
Ａ
ＴO

の

総
司
令
部
な
ど
の
国
際
機
関
が
集
ま
っ
て
い
る
。
世
界

で
最
も
美
し
い
広
場
が
あ
り
、
様
々
な
美
術
館
や
、
歴

史
的
な
建
造
物
を
所
有
し
、
郊
外
に
は
大
き
な
森
や
城

が
点
在
し
て
い
る
。
有
名
な
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
古
戦
場

は
１８

ｋｍ
離
れ
た
郊
外
に
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
連
合

軍
に
初
め
て
敗
れ
た
戦
場
の
跡
で
、
此
の
小
山
は
円
錐

形
で
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
の
女
性
達
が
小
山
を
作
る
た
め
に

土
を
負
い
か
ご
に
入
れ
て
、
背
に
か
つ
い
で
集
め
た
驚

く
べ
き
量
の
土
で
あ
る
。
此
の
小
山
は
高
さ
４０
ｍ
あ

る
。
頂
上
に
至
る
に
は
二
百
二
十
二
段
の
階
段
を
登
っ

た
が
、
息
が
切
れ
て
し

ま
っ
た
。 

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
国

際
空
港
は
郊
外
１０

ｋｍ

の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
一

口
に
言
っ
て
、
文
化
芸

術
の
街
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。 （

中
山 

清
） 

ヨーロッパ旅行日程表 


